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口
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ニ
ー
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オ
ｌ
ヶ
ス
ト
ラ

指
　
揮
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ョ
　
セ
　
ア
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ラ
　

ス
　

カ

賛
助
出
演
者
　
　
　
野
　
　
崎
　
　
住
　
　
子
　
　
攘

レ
　
　
ヒ
　
　
ナ
　
　
ー
　
　
氏

神
戸
　
セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ナ
合
唱
回

大
阪
　
。ハ　
ロ
　
マ
　
　
ク

ラ

ブ

第
六
十
二
回
賓
塚
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
本
年
悼
尾
の
大
演
奏
會
ざ
し
て

フ
グ
ナ
ー
の

大
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
デ
ー
」
第
二
幕
目
の
率
を
演
奏
御
紹
介
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

エ
リ
デ
ベ
ー
ト
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
野
崎
住
子
嬢

ウ
オ
ル
フ
ラ
ム
は
パ
ツ
ト
ン
の
レ
ヒ

ナ
ー
氏
、巡
謹
合
唱
は
紳
戸
セ
レ
ス
テ
イ
ー
ナ
合
唱
回
ざ
大
阪
パ
ロ
マ
ク
ラ
プ
の
方

力
で
開
西
楽
壇
に
重
き
を
な
す
人

・
・
既
に
数
力
の
音
楽
會
や
ラ
デ
オ
を
通
し
て

皆
様
が
よ
く
御
存
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

倫
こ
の
外
に
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
有
名
な
序
曲
「
羅
馬
の
謝
内
祭
」
Ｓ
ロ
ー
マ
ン
楽
派

の
奇
才
ヨ
ァ
ヒ
ム
●
ラ
ツ
フ
の
第
ニ
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
「
森
に
て
」
の
夢
幻
鉤
な

‐印
象
言

感
覺
の
作
品
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

何
卒
御
同
好
の
皆
様
方
御
誘
合
の
上
温
か
き
ぃ
で
湯
の
街
賓
塚
新
温
泉
内
中
劇
場

へ
賑
々
し
く
御
末
會
被
下
度
此
段
御
案
内
申
上
け
ま
す
。

昭
和
四
年
十
二
月
十
二
〇

賓
塚

交

響

柴

協

會

ブ

ｏ

グ

ラ

ム

一
、
羅
馬
の
謝
肉
祭
…
…
序
曲
作
”ｍ
九
番
…
・夫

ル
リ
オ
ー
ズ

ニ
。
大
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
デ
ー
」
第
二
幕
Ｈ
…
…
ヮ

グ

ナ

ー

前

秦

曲
…
…
タ
ン
オ
イ
ザ
ー
の
巡
礎

第
　
一
場

‥
…
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
、
ウ
オ
ル
フ
ル
ム
及
び
巡
濃
の
合
唱

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
所
濤

第

一一
場
…
…
ウ
オ
ル
フ
ラ
ム
の
脊
の
明
星
■
奇
す
る
歌

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
…
　
ソ
プ
ラ
ノ
‥
…
野̈
崎
住
子
藤

ウ
オ
ル
フ
ラ
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…
…
バ
リ
■
ン
…
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レ
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ナ
ー
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巡

趙

合

唱
…
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神
戸

セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ナ
合
唱
圃

』

大
阪

パ
ロ
マ

ク
ラ
ブ

三
．
交
響
業
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１
…
「森
林
に
て
∵
・…
作
品
一
五
十一一番
…
・書
ア
ヒ
ユ
■ラ
ッ
フ

イ
、
書
に
…
…
ア
レ
グ
ロ

ロ
、
積
昏
に

お利
驚
τ
‥
‥　
ラ
ル
ゴ

森
の
女
紳
の
踊

‥
…
ア
レ
グ
ロ
・
ア
ツ
サ
イ

ハ
、
夜
に
…
‥
ア
レ
グ
●

―
―
―
１
１
◆
―
―
ト
ー
ー



）
レ
淋
割
が
】
ιｔｔ
Ｗ
υ
レ
州
帥
醒
温
齢
勁
舛
鰯
』
嶽
賠
臨
摂
絢

に
富
ん
だ
粘
が
感
銘
を
深
か
ら
し
め
て
あ
る
。
こ
の
タ
ン
ホ
イ

ザ
ー
は
歴
史
上
の
貴
際
人
物
で
、
十
三
世
紀
の
ミ
ン
ネ
ゼ
ン
ガ

ー
（懸
愛
詩
人
）至
純
な
愛
を
歌
つ
た
自
作
の
歌
ざ
詩
さ
を
竪
琴

に
合
せ
て
歌
っ
た
詩
人
無
築
人
で
あ
る
。
フ
グ
ナ
ー
の
タ
ン
ホ

イ
ザ
ー
は
彼
が
ヴ
イ
ナ
ス
の
山
の
快
業
に
飽
き
て
此
女
碑
の
回

を
逃
れ
、
領
主
ヘ
ア
マ
ン
の
姪
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
を
忘
れ
難
ぐ
、

先
に
傲
然
さ
し
て
見
葉
て
た
歌
者
の
仲
間

ヽ
立
戻
る
所
で
始
ま

る
、
此
蹄
茶
を
就
は
ん
這
直
ち
に
歌
の
争
が
催
さ
れ
、
タ
ン
ホ

イ
ザ
ー
は
熟
狂
の
餘
リ
ヴ
イ
ナ
ス
に
封
す
る
讃
美
の
歌
を
唱
ひ

我
を
忘
れ
て
共
の
山
に
居
た
事
を
洩
ら
す
こ
れ
を
聞
い
て
他
の

歌
人
辻
騎
土
に
打
驚
き
直
ち
に
餌
を
抜

い
て
此
の
赦
す
可
か

・
ら

ざ
る
罪
人
を
罰
し
よ
う
こ
す
る
。
然
る
に
姫
君
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

は
中

ヽ
場
を
投
げ
て
其
の
罰
を
防
ざ
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
羅
馬

ヽ
途
り
贖
罪
さ
懺
悔
の
道
を
開
く
。
斯
く
て
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
ｌｔ

羅
馬
に
到
り
然
も
罪
の
赦
免
を
得
ず
、
法
王
は
彼
を
永
劫
の
罪

に
宣
告
す
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
絶
望
し
て
再
び
元
の
快
栞
に

充
ち
た
ヴ
イ
ナ
ス
山
に
婦
ら
う
Ｓ
す
る
時
．
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の

所
薦
が
絡
に
彼
の

一
切
の
罪
を
浄
め
る
ざ
云
ふ
筋
で
あ
る
。

「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
の
第

一
幕
第

一
場
は
か
の
有
名
な
序
業
の
後

に
始
ま
る
、
こ
の
序
曲
は
賞
に
古
来
の
序
曲
中
の
傑
作
遊
し
て

一
般
に
知
ら
れ
、
既
に
富
協
會
第
二
十
九
回
九
月
定
期
演
奏
會

に
演
奏
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
幕
の
前
奏
曲
は

「
タ

ン
ホ
イ
ザ
ー
の
順
請
」
ざ
名
づ
け
ら
れ
て
居
る
。
幕
が
上
れ
ば

舞
肇
は
ワ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
谷
の
秋
の
夕
慕
で
あ
る
。
自
衣
を
身

に
纏
つ
た
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
聖
母
の
寺
院
の
前
に
所
濤
を
捧
げ

て
居
る
。
ウ
オ
ル
フ
ラ
ム
ｌｔ
精
離
れ
た
ざ
こ
ろ
か
ら
此
れ
を
見

て
居
た
。
羅
馬
か
ら
飾
つ
て
来
た
老
い
た
巡
濃
の
合
唱
が
問
え

て
来
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
彼
等
の
中
に
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
求

め
た
け
れ
ぎ
も
彼
は
居
な
か
つ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
こ
ゝ
に

所
薦
を
し
て
己
れ
の

一
場
を
聖
母
に
捧
げ
る
。
そ
し
て
ウ
オ
ル

フ
ラ
ム
か
ら
離
れ
て
彼
方
の
丘
の
上
に
登
つ
て
行
く
。
彼
女
の

こ
の
所
蒔
の
歌
は
博
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
黄
昏

時
さ
な
り
、
か
な
た
の
空
に
は
脊
星
が
輝
き
始
め
る
。
ウ
オ
ル

譜柴

楽

CONNジャズ栞器

良き品を安 (賣 る店
フ
ラ
ム
は
ェ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
後
姿
を
見
途
つ
て
居
た
が
、
や
が

で
竪
琴
を
手
に
し
て
、
か
の
「脊
星
の
歌

一を
う
た
ひ
始
め
る
。

こ
の
歌
が
、
上
低
昔
の
獨
唱
用
じ
し
て
古
来
の
名
曲
の

一
つ
に

敷

ヽ
ら
れ
て
ゐ
る
。
歌
は
管
星
の
浄
い
美
し
さ
を
う
た
ひ
、
エ

リ
サ
ベ
ー
ト
の
光
明
を
得
る
こ
せ
を
所
つ
た
も
の
で
あ
る
。

羅
馬
の
謝
肉
祭
序
由

‥
…
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
共
の
歌
劇

「
ベ
ン

ヴ
ェ
メ
ー
ト
●
チ
ェ
リ
ニ
」
を

一
人
三
八
年
巴
里
に
優
表
し
た

が
そ
れ
は
失
敗
に
絡
つ
た
。
こ
こ
ろ
が
そ
れ
が
倫
敦
で
上
演
さ

れ
る
事
に
な
つ
た
の
で
，
彼
は
第
二
幕
の
前
に
新
し
い
序
曲
を

加

ヽ
た
、
こ
れ
が
今
日
単
獨
に
「
羅
馬
の
謝
肉
祭
」
逮
し
て
知
ら

れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
序
曲
は
、
歌
劇
の
第

一
幕
の
最

後
の
場
面
で
踊
ら
れ
る
サ
ル
タ
レ
ロ
の
旋
律
を
主
題
ざ
し
て
居

る
。
そ
し
て
羅
馬
に
於
け
る
謝
肉
祭
の
熱
狂
的
獣
業
を
表
現
ι

た
も
の
で
あ
る
）
こ
の
序
曲
は
歌
劇
の
不
評
列
に
反
ι
初
演
以

来
多
ぐ
の
好
楽
家
に
愛
好
さ
れ
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
自
身
も
そ
れ
を

認
め
単
獨
に
作
品
九
番
Ｓ
い
ふ
番
琥
を
典

ヽ
て
あ
る
。

ョ
ア
ヒ
ム
・
ラ
ッ
フ
は
瑞
西
の
生
れ
で
小
學
校
の
教
師
を
本
職

ι
オ
ル
ガ
ン
の
名
手
で
あ
つ
た
が
作
曲
の
オ
能
を
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
´
、
ナ
ス
ト
等
に
認
め
ら
れ
後
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
師

事
し
て
作
曲
楽
を
學
ぴ
作
品
第

一
番
は
ビ
ア
ノ
に
封
す
る
セ
レ

ナ
ー
デ
で
彼
の
作
曲
家
ビ
し
て
の
地
位
は
交
響
楽
曲
で
成
功
ι

途
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
音
槃
院
の
指
揮
者
ミ
な
つ
た
、
作
品
は

二
三
〇
番
あ
る
が
共
の
中
交
響
築
曲
が
最
も
多
く
交
響
栞
作
家

さ
し
て
認
め
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
交
響
楽
「森
林
に
て
」１１
詩
的

な
印
象
ざ
夢
幻
的
な
感
覺
の
紳
誠
的
構
想
に
よ
る
涙
漫
築
派
の

気
持
ち
よ
く
愛
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

一
、
神
秘
的
な
森
の
書
の
印
象
さ
感
覺

二
、
黄
昏
時
の
幻
夢
さ
森
の
主
な
る
女
紳
の
踊

三
、
夜
ご
も
な
れ
ば
静
か
な
森
の
夜
の
諜
議
が
始
ま
る
。
女

紳
ホ
ー
ル
ダ
ざ
ヴ
オ
ル
ダ
ン
（北
欧
諄
話
の
最
高
沖
）

は
共
に
侵
入
者
追
放
の
準
備
に
か
ゝ
り
、
や
が
て
勇
ι

い
出
曇
の
行
進
は
始
る
。

凱
歌
は
黎
明
ざ
共
に
奉
り
、
平
和
な
朝
が
訪
れ
る
。
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